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「解深密経Jにおける菩薩十地の党文資料
一一-~喰伽論j I摂決択分jのカトマンドゥ断片より一一
松田和 * 
まえがき
前t仕組の末，カトマンドゥのドゥルパル・ライブラリー (DurbarLibrary) を訪ね
シル・ベンドール (CecilBendall， 1856-1907)は，そこにあった
し，その中に，仏教文献であって， しかも後期グプタ
らギノレギット・パーミヤーン・タイプI文字に烹る， る
た種々の貝葉写本断簡類を発見した。これらのベルドール調査写本は，その後，非仏
教文献も含めて，伺ライブラリーでひとまとめにされて‘Bendall'sPuka'と呼ばれる
ことになるが1)，その一部はベンドール自身，およびベンドールの死後，写本の写真を
り受けた友人のラ・ヴドアレー・ブサン (Louisde La Vallee Poussin， 1869-1938)， 
あるいは独自にカトマンドゥで写本を見たシルヴアン・レヴ、ィ (Sylvain Levi， 1863-
1935)等によって若干の写本が出版されたものの21他の貴重な文献はなぜか忘れ去ら
れ，その後写本が移管された同じカトマンドゥの自立公文書館(National Archives) 
の中で、蹴ったままになっていた。インド仏教の原典研究を志す者の一人として，
もべンドール写本に関心を持ち，べンドールという文献学の息吹きに触れた後も，な
おカトマンドゥで人知れず百年近い歳丹を過ごしたこれら をマイク口・フィル
* {i弗教大学総合研究所専任研究員(助教授)
1) H. P. Sastri， A Catalogue 01 Palm-Leal & Selected Rαper Mss. Belonging to the 
Durbar Library， Nψαl， Vol. I (Calcutta， 1915) pp.246-248. 本カタログは第 1巻と合
冊され， R. Grunendahl氏が作成した Nepal-German Manuscript Preservation Project 
のマイクロフィルムとの対応一覧表が付されて， ドイツで後刊された。 Verzeichnis der 
Orientalischen Hanゐchrilt，ω inDeutschland， Supplementband 31， (Stuttgart， 1989). 
2 )一世紀近く前のことであるので追跡国難ではあるが，拙稿「ネパール系古趨写本の新比
r~p疫学仏教学研究.] 39巻1号 (1990)pp. (116)一(120)の中にべンドール写本をめぐ
る当時の報告，および研究・出版にかんする参考文献で，筆者に蒐集できたものを挙げて
おいたので参照していただきたい。
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ムで取り寄せ，正体の判明したものから順次その報告を しつつある九
へ、ン
なテキスト
には， もはやそのオリジナルは失われていたと思われていた
多く含まれるが，その中に，国な公文書館で‘Ms. No. 
1-1697 Vi Bauddhadarsana 64 Ka'の番号が付された非吊ド興味{添いよテ件、てツ
トが残されているぺこの写本セットは，ひとつのテキストを書き写した写本ではな
しそれぞれ内容もサイズも全く異なる八葉の員葉写本断片一葉づってや構成されてい
る。恐らくはそれぞれが属していた写本からこぼれ落ちて端本となった吉い貝築をた
ただけと思われる。この八葉のうち，現在学界に知られているのは，ベン
ドールによる六葉Eの f比丘尼律』の断片 (Bhiksuni-kαrmaviicanii)の出版のみであ
ったが5)，筆者は残された七葉を，新たに(lH喰伽師地論(Yogiiciirabhiimi， 
の f摂決択分(Viniscayasarrzgrahαni) J (2) r法華経 (Saddharmゆu1J4arIi初-sitra)j 
(3)夕、、ルマキールティの f知識論決択 (Pramiinaviniscαya)j第三章 (4)未知の
『倶舎論 (AbhidharmakoSt必bhi$y，α)j注釈書 (5)シャンカラに帰せられる『ガウ夕、、パー
(Gaudaμdfyakiirikii制bhiisya) (7) r十万鋪殻若経(必tαsiihasrikiiPrajnii-
戸iirami的)j (8) r稔伽飾地論jの「摂異門分 (Paryiiyasarrzgraha1Ji) Jに比定した九
よってこれら うち，
ついてはすでに出販したのでベ残された
3 )マイクロフィルム入手の時点で筆者が新たに見い出した文献については，その論覧を前
掲拙稿に示しておいた。その後の筆者の発表については本稿注8参熊。
4 ) この写本セットは前掲 fシャースト 1)目録~ (注1参照)の 'Bendall'sPuka'の項に掲げ
られていないが，その後，国立公文書館が出版した仏教写本カタロク、、には掲載されている。
Brhaおilcftattram-Bauddhavおαyakα-(Kathmandu， 1964-1966) vol. VII， part 2， p.77 
参照、。この写本セットが‘Bauddhasastriyapattrani'(仏教諭寄の残葉集)なる暫定的なタ
イトルで，書体は Licchavilipi(リッチャヴィ一文字ニネノマールでいうグプタ文字のこと)
およびPracinaN evarilipi (初期ネノfー ル文字)，サイズ20X2インチ，等のi宥報とともに
掲載されている O なお，このサイズは 8葉のうちどれを測ったのか不明。内容についての
記載はないが，注記に 8葉のうち 1葉がSamdhinirmocαnaであることが指摘されてい
る! これは本稿で取り上げる 1葉を指すが，表4行自(本稿のローマ転写の項参照)に
現れる「摂決択分」の記述に基づいたものと思われる。
5) C. Bendal1，“Fragment of a Buddhist Ordination-Ritual in Sanskrit"， Album-Kern 
(Leiden， 1903) pp.373-376. 
6 )前掲注4に紹介した国立公文書館のカタログにあるように 8葉はすべて10世紀を下る
ことのない古い書体で書かれているが，この一葉のみ一般的なネワーリ一体で書写されて
いる。仏教以外の文献が1葉だけなぜここにまぎれこんでいるのか不明。
7 )筆者は Nepal/German Manuscript Preservation Pr吋ectの撮影した?イクロフィル
ム(ReelNo. A39/ 3， 1970年3月撮影)を使用しているが，この8葉の)11員序は単にマイク
ロフィルムにっている}I員序であって，例らかの内容的，あるいは年代的な}I真序を考癒し
て並べたのではない。 8葉の既存文献との対応館所については，次、注8に示す
択j 控~簡にかんする拙稿 (WZKS， Band 35) pp.140一141を参照していただきたい。
8) r法華経j断簡については，この写本セット以外の断片と併せて徳島大学の戸田宏文教
授と共同で出版した“ThreeSanskrit Fragments of the Saddharmapul/-c1arikasutraノ
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初の『議伽論~ r摂決択分jの断簡ということになる。この一葉は， r摂決択分Jが『解
深密経 (Sαmdhinirmocanゅsufra)jを本文として取り込む笛所に対応するが，その中
の大部分を占める菩薩十地に関する記述を断簡中より取り出してテキストを再構成し，
和訳とともに提示することが本稿の目的である。
1. rf食伽論jの党文写本について
p金伽師地論Jを構成する「本地Jr摂決択Jr摂釈j の五分門の
うち，党文写本の存在が知られているのは， まではラーフラ・サーンク 1)トヤー
ヤナ (RahulaSa白lo;tyayana)によってチベットのサキャとシャ
され，かつ一部は筆草された，いわゆるラーブラ・コレクションに含まれる「本地分j
関係の写本数本91 および、筆者によって見い出されたサンクト・ペテルブルグ(I日レニ
ングラード)にある「摂決択分Jの一部分に眠られていたが川上記のように
分jの一葉がこれに加えられ，本稿でさらにサンクト・ペテルブノレグ写本とは別に，
、fromthe Cecil Bendall Manuscript Collection in the N ational Archives， Kathman-
du"， B恵、島大学教養部倫理学科紀要jNo. 20， 1991， pp. 21-35. r知識論決択i断簡につい
てはウイ一ン大学のシユ夕インケルナ一教授(侶E.St旬ei加nk王el日lne児rり)と共同でで、出版した
Sanskri社t羽anuscrip酢t0ぱfDhar口mak王(I討rt討i'sP恥ram忌nav吋ir凶1吋iscaya，Report on a Single Folio 
Fragment from the N ational Archives Collection， Kathmandu"， Wiener Zeitschrijt 
j泣rdie Kunde Sudasiens， Band 35 (1991)， pp.139-149. および「摂異門分j断簡につ
いては拙稿 r瑞瑚論jr摂異門分jの党文断簡Jr印度哲学仏教学J第9号， 1994 (近刊)
を参照していただきたい。
9 )サキャで発見された写本は「本地分J
士官」を欠く。シャルで発見された「声開地(一部の重複部分を
写本はサキャ寺写本とはサイズも書体も異なる別写本である。この「声問地J写本は1994
年秋，モノクローム及びカラー原す影印版により中間と大正大学共同で出版された。シャ
ル寺写本とともに北京の民族文化宮に保存されていたことが謄写版刷りの向宮所蔵写本リ
スト(一般には非公開のもの)からも碓認できるが，現在もそこにあるかどうかは不明。
サキャ寺写本は向リストにはなしその所在は明らかでない。なお「菩薩地jについては
カトマンドゥ，ケンブリッジ，京都大学等のコレクションにも含まれている。これらの現
在までに知られる写本の詳細と，それらに基づくテキスト校訂，出版については，
典氏作成の解溜 (r党語仏典の研究j(II)一論番篇-pp.318-329)に詳しい。なお最近，
ゲッチンゲン大学に保存されているラーフラ・コレクションの写真に対する詳細なカタロ
グが出版された。 FrankBandurski，“Ubersicht uber die Gottinger Sammlungen der 
von Rahula Sailkrtyayana in Tibet aufgefundenen buddhistischen Sanskrit-Texte 
(Funde buddhistischer Sanskrit-Handschriften， II) "， Untersuchungen zur buddhi'sti二
schen Literatur (Sanskrit-Warterbuch der buddhistischen Texte αus den T;ωプan-
Funden， Beiheft 5) Gottingen， 1994， pp.9-126. 
10) 漢訳(玄英訳)巻五十三，五十四のはほ全体に対応する断簡十二葉。ダライラマ十三世
よりさき時のロシア皇帝ニコライ二世に贈られたもの。この断簡中に言及されることにより
「本地分Jの原語がM仰 libhumiであることが初めて確認できた。拙稿「夕、、ライラマ13世
寄贈の一連のネパール系写本について-r喰伽論i摂決択分党文陸r簡発見記-J r日本西蔵
学会々報j34号 (1988)pp. 16-20参照。
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新たな「摂決択分jの断簡一葉が追加されることになる。
ここで取り上げる 内容は， f摂決択分Jにおいて『解深密経』が本文として引
き写される箇所のうち，関経のチベット語訳第八章「マイトレーヤの章J(玄奨訳「分
加瑞伽品J)末患の重頒の車前より，第九章fアヴアローキテーシュウ、、ァラの章J(向「地
波羅蜜多品J)の前半部に対応する 11)。本葉の中で「摂決択分J独自の文章といえば f解
深宮、経』第九輩に相当する部分の導入ための一文だけにすぎない。従って本業は，本
来は Wf金伽論jf:t冥決択分jの断簡に他ならないのではあるが，実質的には『解深密経j
の断簡であると考えても差し支えない。本業は f解深密経jの二つの章にまたがるが，
第八章「マイトレーヤの章」に対応する部分は加の機会に譲り，本稿では，ある
のまとまった文章が回収される第九章に対応する部分についてテキストと和訳を提供
することとしたい。なお f解深密経Jについても，その党文原典はすでに失われ，わ
ずかに他の文献中の引用を過してしか，そのオリジナルに触れることができなかった。
本稿に提示されるテキストは， W解深密経』自体にとっても，相当量の党文テキストの
初めての回収ということになる 12)。
2 .ローマ字転写
まずカトマンドゥの「摂決択分j断簡のローマ字転写を示す。写本の外観について
は本稿に付した写真を参照していただきたいが，この一葉はギルギット・パーミヤー
ン・タイプI文字で、 (recto)に10行， (verso)に9 断簡
である(マイクロフィルムを見ているだけなので実際のサイズは不明)。ただし
し，筆者の計算によると，すべての行の晋頭4ないし 7音節ほどが失われ，さら
末についても，ほとんどの行の 1ないし 2音節が失われている。従って欄外に書かれ
1) 本葉がカヴァーするのは， r摂決択分jでは，玄焚訳，大正vol.30， 728cl6-730b21，チ
ベット語訳P.ed.， Hi 87bL92a3の範囲，および f解深密経jでは，玄奨訳，大正vol.16， 
703a1C704c20，チベット語訳P.ed.， Nu 42a5-46a1， Lamotte ed.， VIII ~39-IX ~ 6の範囲
である。
12) ほんのわずかな断片ではあるが，実は f解深密経j自体の党文写本は存在する。これも
よるものであるが，ベル 1)ンにあるドイツ探検球将来のトゥルファン・コレ
クション中に見い出されたものである (Nr.923)。拙稿 rVasubandhuにおける三帰依の
規定とその応用Jr仏教学セミナ-j第39号 (1984)p.81，付記2参照。この断片は，玄奨
あるいはチベット語訳第二章から第三章にかけて対応簡所を持つが，中
央アジアにおけるインド系文字の変遷についての権威，ベルリン・インド博物館の Lザ、ン
ダー博士 (LoreSander)によると，インドより中央アジアにもたらされた 5世紀に遡
る，驚くべき古きの写本である。 cf.Lore Sander，“The Earliest Manuscript from 
Central Asia and Sarvastivada Mission"， Corolla lranica， ed. by R. E. Emmerick & D. 
Weber (Frankfurt am Main， 1991) pp. 133-150. 
『解深密経jにおける菩薩十地の党文資料 松問 和信 63 
ていたはずの業番号 (FolioNumber)も欠落している。内容的には，表四行自の中程
で f解深密経』第八章に相当する部分が終わり，つづいて「摂決択分J自体の一文を
はさんで第九章が始まるが，以下の口 自より最後までをカウゃアー
している。なお口
とに努めた。
あたっては，次の記号を用いて写本の現状を伝えるこ
[ ]破損しているが解説可能な文字破損により解読不能な文字( )筆者に
より任意に補われた文字{ }一度審かれた後，番写生自身によって消去された，あ
るいは誤写された，あるいは正規の党語としては不要な文字; 十失われた文字，
/ / 写本の破れ目/ / / dal).c1a; (!)sic.; *vir加la.
Kathmandu Fragment Transcribed 
recto 
4 / /十十一ト mah註yogamanasikararppratilarpbho 'bhut / / 0 / / yanaprasthι 
navyavasthanam arabhya yathavadyanavibhaganirdeso veditavya与(j)tad yatha 
sandhinirmocane sutre / avalokitesvaro bodhisatvo bhagavantarp prasnam adrι 
k?it* (j) ya ima bhagavan bodhisatvanarp dasa bhumaya}:l tad yatha pramudita ca 
nama bhumi}:l(，) vimala， prabhakari， ar{c}ci$mati， sudurjaya， abhimukhi， duraIl1幽
gama， acala， sadhumati， dharmamegha ca， buddhabhumis caikadasama i(ti) 
5 / /十十十 katibhirvisuddhibhi与sarpgrahobhavati， katibhis carpgai与(j/) 
bhagavan aha / catasfbhir avalokitesvara visuddhibhir ekadasabhis carpgair etι 
{rp}sarp bhumInarp sarpgraho veditavya与(j) tatravalokitesvera asayavisu-
(d)dhya prathama bhumi}:l sarpg:chita{lf) (j) adhisilavisuddhya dvitiya bhumi}:l (j) 
adhicittavisu(d)dhya t:ctiya bhumi}:l (j) adhiprajnavisu(d)dhya uttarottarapra1}子
tatarataya caturthIrp bhumim upadaya yavad buddhabhume}:l sarpgraho 
veditavy功(j)abhis catasfbhi(r vi) 
6 //十十一ト bhuminarpsarpgraho bhavati (j /) ka(tamair eka)dasabhir arpgaiち
(j) adhimukticaryabhumau avalokitesvara dasasu dharmacarite~u {，} suparibhι 
vitadhimuktik$antir bodhisatva}:l tarp ca bhumim atikramya bodhisatvacaryι 
samatikramati(!) / sa tenarpgena paripur号obhavati， na tu saknoti suk与ma-
pattiskhalitasamudacare手usarpprajanacari bhaviturp， sa tasyarpgasya pari幽
puraye vyayacchate， tac cadhigacchati / sa tenarpgena paripur1}o bhavati， na tu 
saknoti laukikam 
7 / /十 samapatturp，paripur号arpca srutadhara♀irp prati1abdhurp(，) sa tasyarp輔
gasya paripuraye vyayacchati， tac cadhigacchati(，) sa tenaf!1gena paripurno 
bhavati， na ca(!) saknoti yathapratilabdhair bodhipak$yair dharmais tadba-
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hulavihari bhavayituJTl(，) samapattidharmat符号ayasca {，} cittam adhyupek~i {p-} 
tum， sa tenarpgena aparipun.)o bhavati， sa tasyarpgasya paripuraye vyayacchati， 
tac cadhigacchati / sa tenarpgena paripun.)o bhavati， na ca(!) saknoti satyani 
vyavacara1)aya sarpsara 
8 / / . . r ekaJTltavimukhabhimukhaJTl manaskaram adhyupek号ya {sa} 
upayaparigrhitan bodhipak手yandharmaJTl bhavayitUJTl， sa tenaJTlgena paripun.)o 
bhavati(，) na tu saknoti saJTlskarapravrttiJTl yathavatpratyak手ikrtyatannirvidba-
{1a}hulataya animittamanasikare1)a bahulam viharturp(，) sa tenamgena aparipu幽
r1)o bhavati(，) sa tasyarpgasyaparipuraye(!){，} vyayacchate(，) tac cadhigacchati / 
sa tenaJTlgena paripun).o bhavati [， na tu] saknoti nicchidra(!)niramtaraJTl 
animittamanasikare 
9 / / / [1aJTl] vihartuJTl， sa tenaJTlgenaparipur♀o bhavati， sa tasyaJTlgasya paripur・a帽
ye vyayacchate， tac cadhigacchate， sa tenarpgena paripur1)o bhavati， na tu 
saknoti tasmin nimittavihare(!) abhogam adhyupek手ituJTl{ca} nimittavasitaJTl 
canupraptUJTl(，) sa tenaJTlgena paripur1).o(!) bhavati， sa tasyaJTlgasya paripuraye 
vyayacchate， tac cadhigacchati / sa tenarpgena paripur1)o bhavati， na tu saknoti， 
paryayalak$a1)anirvacana 
10 prabhedasarvaprakaradharmadesanaya vasitarp prati1abdhurp， sa tenarpgena 
paripur♀o(!) bhavati， sa tasyarpgasya paripuraye vyayacchate， tac cadhigacchati 
(j) sa tenaJTlgena pari pur♀o bhavati(，) na tu saknoti paripur1).aJTl dharmakayaJTl 
pra tisarpvedayiturp， 
verso 
1 / / / na paripur1)o(!) bhavati， sa tasyarpgasya paripuraye vyayacchate， tac 
cadhigacchati / sa tenarpgena paripura1)o bhavati， na tu saknoti sarvasmin本
jneye asaJTlgapratihataJTl(!) (j註ana)darsanaJTlprati1abdhuJTl(，) sa tenaJTlgenapari幽
pur1)o bhavati， sa tasyarpgasya paripuraye vyayacchate， tac cadhigacchati， sa 
tenaJTlgena pari pur平obhavati， sa tasyaJTlgasya paripur苧atva t sarvaJTlga pari pu暢
r1)o bhavati / ebhir avalokitesvara ekadasabhir arpgai 
2 / / / minaJTl sarrgraho veditavyal). (j /) kena kara号enabhagavan prathama 
bhumil). pramuditety ucyate， kena karanena yavad buddhabhumir ity ucyate， 
mahartha -anucitalok ottaracittalabha -udarapritipramodyatam upadaya prathama 
bhumi(ち)pramuditety ucyate / sarvasuk$mapatti{l).}dau$thulyamalavigatam 
upadaya{ち}dvitiya vimalety ucyate / aprama号ajnan註vabhasenasannisrayatam 
upadaya tasya samadhes tasyas ca srutadhara1).yas trtiya bhumi与prabhakarity
ucyate / klesadahanaya jnana 
3 / / / [bhu] tatvat tasya(!) bodhipak$yadharmabhavana [ya] s caturthi bhumir ar-

?
ゅ ? ?
?
〈? ? ?
。
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{c }ci$matity ucyate / te$am eva bodhipak$yal).a:q1 dharmal).a:q1 tasya(!) upaya幽
bhãvanãyã与 k~cchrel!a vasavar{ t}tanatam upadaya pa:q1cami bhumi与sudur嶋
jayety ucyate / sa:q1skaranupravftte}:l pratyak$ibhavanam animittabahu幽
lamanasikaramukhata:q1 copadaya切手thibhumir abhimukhity ucyate (j) nicchi幡
dra(!)nirantaranimittamanasikare duranupravesa:q1 visuddhabhumyanusle$ata:q1 
copadaya saptami bhi1mir dura:q1gamety ucyate / animitte anabhogata:q1 nimitta 
4 / / / [muJ dacaravicalyata:q1 copadaya a [$taJ mi bhumir acalety ucyate (j) 
sarvaprakaradharmadesanavasitam anavadya:q1 mativaipulyalabham upadaya 
navami bhumi}:l sadhumatity ucyate (j) nabhopamasya dau$thulyakayasya 
mahameghopamena dharmakayena spharaJ.).ac chadanatam upadaya dasami 
bhumir {d}dharmameghety ucyate (j) susuk$maklesaj加yavaral).aprahanadasa:q1-
gapratihatajneyasarvakarabhisa:q1bodhim upadaya ekadasami bhumir buddha鴨
bhumir ity ucyate / / asa:q1 bhagavan bhumina:q1 katisa:q1moha(ち)
5 / /科hulyanivipak$功(j)bhagavan aha / dvavi:q1[satir avaloJ kitesvara sa:q1-
moha ekadasa dau$thulyani vipak$a}:l (j) prathamaya bhume}:l pudgaladharma-
bhinivesasa:q1moha年apayikasa:q1klesa {与}sa:q1moha(s tad)dau手持ulya:q1ca vipa-
k明年(j)dvitiyay吟 suk$mapattiskhalitasa:q1moha(s) citrakarakarmagatisa:q1-
mohas taddau柑1Ulya:q1ca vipak$功(j)t~tïyãy吟 kãmarãgasa:q1moha与 pratipur・
l!asrutadharaりisa:q1mo{ma}has taddau科hulya:q1 ca vipak$as (j) caturthya与
samapattitf$l).asa:q1moha}:l dharmatf$l).asa:q1moha}:l (tad)dau$thulya:q1 ca 
6 / / / pa:q1camyaりsaI!lsaraikantavimukhat註(bhimukhata)manaskarasa:q1mohonir-
{ v } val).aika:q1tavimukhatabhimukhatamanaskarasa:q1mohas taddau$thulya:q1 ca 
vipal王将与 (j) 伊$thya(年) sa:q1skãrãnuprav~ttipratyak手asa:q1moho nimittaba-
hulasamudacarasa:q1moha}:l taddau$thulya:q1 ca {，} vipak$a}:l (j) saptamya}:l suk$・
manimittasamudacarasammohah eka:q1tanimittamanasikaropayasammohah tad-
dau$thulya:q1 ca vipak$a}:l (j) a$tamya animi [ttabho ] gasa:q1moha}:l nimitte$u ca 
vasitasa:q1moha年taddau科hulya:q1ca vipak$a与(j)navamya apa [ri] 
7 / / / dharmadesanaya:q1 aparimal!e {aparima但}dharmapadavya:q1jane utta-
rottare ca prajn註pratibhanedharal).ivasitasa:q1moha}:l pratibhanavasitasa:q1mohas 
taddau科hulya:q1 ca vipak明与(j)dasamya mahabhijnasa:q1mohaりsuk号magu-
hyanupravesasa:q1moha与taddau科hulya:q1ca vipal王将与(j)buddhabhume年sarv仕
smin jnaye susuk$masaktisa:q1mohaりpratighatasa:q1mohastaddau科hulya:q1ca 
vipak$a年(j)ebhir avalokitesvara dvavi:q1sadbhiちsa:q1mohai与ekadasabhisca dau 
科hulyairasa:q1 bhumina:q1 vyavasthana:q1 bhavati (j) visa:q1yukta / / / 
8 / / / . van yavad mahanusa:q1sa mahaphala anuttara samyaksa:q1bodhi}:l 
yatredanim eva:q1 ma(ha)sa:q1mohajala:q1 sarppracalya mahac ca dau$thulyaga幽
hanam samatikramya bodhisatva anuttara:q1 samyaksa:q1bodhim abhisa:q1budhya岨
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rpte / / asarp bhagavan bhuminarp katibhir vise明irvyavasthanarp bhavati (j) 
a!?tabhir avalokitesvara adhyasayavisu(d)dhya cittavisu(d)dhya karuりavisu(ι)
dhya paramitavisu( d)dhya buddhadarsanopasthanavisu( d)dhya satvaparipak a-
visu(d)dhya (upapattivisuddhya) prabhava / / / 
9 / / / yarp bhumau {j} adhyasayavisuddhir yavat prabhavavisuddhir yavad 
uttarottara(su) bhumi!?u yavad buddhabhumer adhyasayavisuddhir yavat pra-
bhavavisuddhih sa visuddhatara visuddhatama veditavya (j) tatra buddhabhu-
mav upapattivisuddhirp sthapayitva (j) ye ca prathamaya(rp) bh註maugU1fas tais 
taduttarottara bhumayah tadgunasamal). svabhumigunavisi!?tas ca veditavy註h
(j) sarvas ca dasabodhisatvabhumayal). sottaragUlial). (j) niruttaragUlia{l).} 
buddha [bhu] / / / 
3 .テキストの提示
『解深宮、経j第九章の前半部は f十地経 (Dasabhumihゅsutra)jにおいて確立され
た菩薩の修行の賠梯を十段階に分けて示す十地思想，およびその結果としての仏陀の
段時(仏地)についての分類と解説をその内容とする。 f解深密経jにかんする基本文
献としては，ラモット (EtienneLamotte)によるチベット
くフラン
ットによる
訳，
である
されていると思われるので，
しlへさらに「摂決択分J
および，
『深密解脱経j，さらに第九章のみに相当する
およびそれに
をラモ
脱地波羅蜜γ の対応館所をも参照して，写本の破損による欠落部分を補い，
者は以下のようにテキスト した 14)。従って， ( ) は根拠が
なし筆者がこれらの資料から したものである。なお，ロ おいて‘sic'
を入れた笛所は訂正し，イタリックスで示した。また，ローマ字転写における
}内の不要文字は削除した。写本に現れる語形をそのまま用いたこと，あるい
13) E. Lamotte， Samdhininηocana Sutra L 'Eゅlicationdes Mysteres (Louvain / Paris， 
1935)， p. 122-130 & pp. 236-242. 各パラグラフのタイト/レは，このラモットのフランス
語訳に京される表題をそのまま用いた。
14) 以下のテキストに対応、する門真決択分j玄英訳は，大正vol.30， 729a15-730b21，チベッ
ト語訳P.ed.， Hi 88b2-92a3の範囲， およびび、， 玄摂訳 f解;深菜密
704c伊2初菩提流支訳 f深密解脱経J大正vol.16， 680a18-681b3，求那故陀羅訳f相続解脱地
大正vol.16， 714d5-715c8，チベット語訳P.ed.， Nu 42bL46a1に対応す
る。
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当数のダン夕、、を捕ったこと よりサンデ、ィ規則 いるカヘ してい
ない15)。
Sanskrit Text Reconstructed 
(r4) yanaprasthanavyavasthanam arabhya yathavadyanavibhaganirdeso 
veditavya}:l (/) tad yatha sandhinirmocane sutre / 
~ 1. Les dix et la onzi色meBhumi. 
avalokitesvaro bodhisatvo bhagavantarp prasnam adrak$it (j) ya ima bhagavan 
bodhisatvanal1 dasa bhumaya年(j)tad yatha (1) pramudita ca nama bhumi与(，)(2) 
vimala， (3) prabhakari， (4) arci手mati，(5) sudurjaya， (6) abhimukhi， (7) dural1-
gama， (8) acala， (9) sadhumati，側 dharmameghaca， buddhabhumis caikadasama 
i(ti / ) (r5) (etasarp bhuminarp) katibhir visuddhibhi}:l sarpgraho bhavati， katibhis 
cal1gai与(j/) 
~2. Les quatre Visuddhi. 
bhagavan aha / catasJ;bhir avalokitesvara visuddhibhir ekadasabhis carpgair 
etasal1 bhuminarp sal1graho veditavya年(j)
~2- 1. tatravalokitesvara asayavisu(d)dhya prathama bhumi与問中gJ;hita(j) 
~2-2. adhisilavisuddhya dvitiya bh註mi年(j)~2-3. adhicittavisu(d)dhya tJ;tiya bh面niり
(j) ~2-4. adhipraj長avisu(d)dhyauttarottarapraI].itatarataya caturthirp bhumim 
upadaya yavad buddhabhume}:l sal1graho veditavya年(j)めhiscatasJ;bhi(r vi -)(r6) 
(suddhibhir etasarp) bhuminarp sarpgraho bhavati (j /) 
~3. Les onze Anga. 
ka(tamair eka)dasabhir al1gaiち(j)
~3- 1. adhimukticaryabhumau avalokitesvara dasasu dharmacaritesu supari-
bhavitadhimuktiksantir bodhisatvah tam ca bhumim atikramya bodhisatvasamya時
的Janyamamαvakramati16)/ 
15) なおローマ字転字において{ }に入れた rに続く子音の重複はここで削験したが，
-satvaなどと写本に現れるものは桶sattvaに訂正せず， manaskara / manasikaraの混用
もそのまま放置した。
16) Ms. bodhisattvacaryasamatikramatiをこのように訂正した。番写生の誤写と見なすに
はあまりにも相違が大きいが，1iliの資料はすべてこの訂正を支持する。例えば，
玄突訳では「誰入菩薩正性離性 (729b3)Jチベット語訳では byangchub sems pa年iya会
dag pa nid skyon med pa la l:1jug go (Lamotte ed.， p.123， 1l.2-3)とある。後注目で
示すFirst Bhavanakramaの対応、簡所にも tadabodhisattvah samyaktvanyamavakra-
ntito， darsanamargotpadat， prathamam bhumim pravisto bhavati (p. 224，1l. 19-21) と
あってこの前正と矛麗しない。
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~ 3 -2. sa tenarpgena paripun:lO bhavati， na tu saknoti sük~mãpattiskha幽
litasamudacare号usarpprajanacari bhaviturp， (sa tenarpgena aparipun)o bhavati，) 
sa tasyarpgasya paripuraye vyayacchate， tac cadhigacchati / 
~3-3. sa tenarpgena paripur1)o bhavati， na tu saknoti laukikarp (r7) (samadhirp 
paripur明rp)samapatturp， paripur1)arp ca srutadhara1)irp pratilabdhurp (， sa 
tenarpgena aparipun).o bhavati，) sa tasyarpgasya paripuraye vyayacchati， tac 
cadhigacchati (j) 
s3-4. sa tenarpgena paripun)o bhavati， na tu saknoti yathapratilabdhair bodhiω 
pak~yair dharmais tadbahulavihari bhavayiturp(，) samapattidharmat将1)ayasca 
cittam adhyupek手iturp，sa tenarpgena aparipur下obhavati， sa tasyarpgasya 
paripuraye vyayacchati， tac cadhigacchati / 
~3-5. sa tenarpgena paripur♀o bhavati， na tu saknoti satyani vyavacar叫aya
samsara(戸)(nirval)ayo)rekarptavimukhabhimukham manaskaram adhyupek$ya 
upayaparig:rhitan bodhipak$yan dharmarp bhavayiturp， (sa tenamgena aparipu-
r1)o bhavati， sa tasyarpgasya paripuraye vyayacchati， tac cadhigacchati) 
s3-6. sa tenarpgena paripun)o bhavati(，) na tu saknoti sarpskãraprav~ttirp 
yathavatpratyak手ilqtyatannirvidbahulataya animittamanasikare1)a bahularp 
viharturp(，) sa tenarpgena aparipurl)o bhavati(，) sa tasyarpgasya戸aripiiraye
vyayacchate(，) tac cadhigacchati / 
S3-7. sa tenarpgena paripur1)o bhavati [， na tuJ saknoti nischidraniramtararp 
animittamanasikare(r9)(I).a bahu) [larpJ viharturp， sa tenarpgenaparipuqlO 
bhavati， sa tasyarpgasya paripuraye vyきyacchate，tac cadhigacchate / 
s3-8. sa tenarpgena paripur平obhavati， na tu saknoti tasmin animittavihtl柁
abhogam adhyupek$itum nimittavas江主rpcanuprapturp(，) sa tlωar(lgena，ραバ戸立rr;o
bhavati， sa tasyarpgasya paripuraye vyayacchate， tac cadhigacchati / 
~3-9. sa tenarpgena paripun).O bhavati， na tu saknoti， paryayalaksal)anirvacana剛
(r10)prabhedasarvaprakaradharmadesanaya vasitarp pratilabdhurp， sa tenaY(lgena-
ραrz戸irJobhavati， sa tasyarpgasya paripuraye vyayacchate， tac cadhigacchati (j) 
~3-10. sa tenarpgena paripurl)o bhavati(，) na tu saknoti p訂 ipur1)aI11dharmaka-
yarp pratisarpvedayiturp， (v1) (sa tena叩ge)na，戸aripiirr;obhavati， sa tasyarpgasya 
paripuraye vyayacchate， tac cadhigacchati / 
~3-1 1. sa tenarpgena paripur切obhavati， na tu saknoti sarvasmin jneye asaY(l“ 
gapratihatarp (jnana)darsanarp pratilabdhurp(，) sa tenarpgenaparipur1)o bhavati， 
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sa tasyarrgasya paripuraye vyayacchate， tac cadhigacchati， sa tenarrgena 
paripurl!o bhavati， sa tasyarrgasya paripurl!atvat Sarvalrgaparipurl!o bhavati / 
ebhir avalokitesvara ekadasabhir aIl1gai(v2)(r etasarr bhu)minarr sarrgraho 
veditavyal; (j /) 
S4. Definition des Bhumi. 
kena kara1)ena bhagavan prathama bhumit pramuditety ucyate， kena kara1)ena 
yavad buddhabhumir ity ucyate / 
S 4 1. maharthanucitalokottaracittalabhodarapritipramodyatam upadaya 
prathama bhumi(t) pramuditety ucyate / S 4 -2. sarvasuk?mapattidau$thu幽
lyamalavigatam upadaya dvitiya vimalety ucyate / S4-3. aprama1)ajnanavabhι 
sena sannisrayatam upadaya tasya samadhes tasyas ca srutadhara号yast:ctiya 
bhumi年prabhakarityucyate / S4-4. klesadahanaya jnana(v3)(gnyarcir)[bhu]句"
tvat tlω:ya bodhipak~yadharmabhãvanã [y亙]s caturthi bhumir arci与matityucyate 
/ S4-5. te~ãm eva bodhipak~yãl!ãrr dharma1)arr tasya upayabhavanaya与krcchre幽
りavasavartanatam upadaya parrcami bhumi与sudurjayetyucyate / S4-6. sarrs-
karanuprav:cttet pratyak~ïbhãvanãm animittabahulamanasikaramukhatarr 
copãdãya 切~thï bhumir abhimukhity ucyate (j) S 4一7. nischidraniranta構
ranimittamanasikare duranupravesarr visuddhabhumyanusle号atarrcopadaya 
saptami bhumir durarrgamety ucyate / S4-8. animitte anabhogatarr nimitta-(v4) 
(klesasa)[mu]dacaravicalyatarr copadaya a[$ta]mi bhumir acalety ucyate (j) 
S4-9. sarvaprakaradharmadesanavasitam anavadyarp mativaipulyalabham 
upadaya navami bhumit sadhumatity ucyate (j) S 4 10. nabhopamasya 
dau$thulyakayasya mahameghopamena dharmakayena sphara1)ac chadanatam 
upadaya dasami bhumir dharmameghety ucyate (j)純一11.susuk$maklesajne綱
yavara1)aprahanad asarpgapratihatajneyasarvakarabhisarp bodhim upadaya 
ekadasami bhumir buddhabhumir ity ucyate / / 
S5. Les vingt-deux Moha et les onze Dau~thulya. 
asarr bhagavan bh註minarrkatisarrmoha(与)(v5) (katidau)引hulyanivipak戸与(j)
bhagavan aha / dvavirr[satir avalo] kitesvara sarrmoha ekadasa dau~thulyãni 
vipak号al;(j) 
S 5-1. prathamaya bhumet pudgaladharmabhinivesasarrmoha与apayikasarr・
klesasarrmoha(s tad)dau~tþulyarr ca vipak~a与 (j) S5-2. dvitiyay功 suk手mι
pattiskhalitasarpmoha(s) citrakarakarmagatisarrmohas taddau$thulyarr ca 
vipak~a年(j) S5-3. t:ctiyay功 kamaragasarrmoha与pratipur1)asrutadhara1)isarr"刷
mohas taddau科hulyarrca vipak~as (j) S5-4. caturthy玲 samapattit:c号'1)aSarmoh吟
dharmat:c号1)asarrmohal).(tad)dau~thulyarr ca (v6) (vipal王将年/) S5-5. parrcamy吟
samsaraikantavim ukhatamanaskarasammoho nirvanaikam ta bhim ukha ta-
manaskarasarrmohas taddau~thulyarr ca vipal王将年(j)S5-6.明科hya(与 sarrs-
karanuprav:cttipratyal王将sarrmohonimittabahulasamudacarasarrmoh吟 taddau欄
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号thulyarpca vipak!?均 (j)~5-7. saptamyal}. suk号manimittasamudacarasarpmohal}.
ekarptanimittamanasikaropayasarpmoha与taddau科hulyarpca vipak!?a与(j)~5-8. 
a科amyaanimi [ttabho] gasarpmoha年nimitte号uca vasitasarpmohaりtaddau科hu-
lyarp ca vipak戸与 (j)~5-9. navamya apa[ri] (v7)(m均的dharmadesanayarpapari-
ma1).e dharmapadavyarpjane uttarottare ca prajnapratibhane dhara1).ivasitasarp-
mohal). pratibhanavasitasarpmohas taddaw?thulyarp ca vipak$aD. (j) ~5-10. dasamya 
mahabhijnasarpmoh吟 suk与maguhyanupravesasarpmoha年taddau科hulyarp ca 
vipak$al). (j) ~5-1 1. buddhabhumeh sarvasmin jnaye susuk$masaktisarpmohal). 
pratighatasarpmohas taddau号thulyarpca vipal王寺a与(j) ebhir avalokitesvara 
dvavirpsadbhil). sarpmohail). ekadasabhis ca dau$thulyair asarp bhuminarp 
vyavasthanarp bhavati (j) visarpyukta(nutta)(v8)(ra samyaksarpbodhil}. / 
(訴caryabhaga)van yavad mahanusarpsa mahaphala anuttara samyaksarp-
bodhil). yatredanim evarp ma(ha)sammohajalarp sarppracalya mahac ca dausthu剛
lyagahanarp samatikramya bodhisatva anuttararp samyaksarpbodhim abhisarpbu制
dhyamte / 
~6. Les huit visuddhi. 
asarp bhagavan bhumin注rpkatibhir vise切irvyavasthanarp bhavati (j) a科abhir
avalokitesvara (1) adhyasayavisu(d)dhya (2) cittavisu(d)dhya (3) karUl!avisu“ 
(d)hya (4) paramitavisu(d)dhya (5) buddhadarsanopasthanavisu(d)dhya (6) 
satvaparipakavisu(d)dhya (7) (upapattivisuddhya) (8) prabhava(visu)(v9)(ddhya ca / 
yavalokitesvara prathama)yarp bhumau adhyasayavisuddhir yavat pra-
bhavavisuddhir yavad uttarottara(su) bhumi$u yavad buddhabhumer adhy-
asayavisuddhir yavat prabhavavisuddhih sa visuddhatara visuddhatama 
veditavya (j) tatra buddhabhumav upapattivisuddhirp sthapayitva (j) ye ca 
prathamaya(rp) bhumau gu平astais taduttarottara bhumayaりtadgu苧asam吟
svabhumigu1).avisi科asca veditavya与(j)sarvas ca dasabodhisatvabhumayal}. 
sottaragu1).功 (j)niruttaragu1).a buddha [bhu] (mir veditavya / /)
4 .試訳
乗に発心すること (yanaφrasthana)についての敢り決め (vyavasthana) を
として1べ正しい (yathavat)乗を弁別 (vibhaga)するための説明を理解すべきであ
るが，そのことは f解深密経Jに〔次のように説かれている〕如くである。
S 1 .十地と第十一地
観自在菩薩 (Avalokitesvara -bodhisattva) ました。 よ，
17) r発心すること (prasthana)Jの一語は写本に現れるのみ。玄奨訳「摂決択分」および
チベット語訳には存しない。
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十地とは，即ち， (1) (pramudita) と名づける地， (2)離垢 (vimala)，(3)発光
(prabhakari) (4)焔慧 (arcismati)(5)極難勝 (sudurjaya)(6)現前 (abhimukhi)
(7)連行(durarpgama)(8)不動(acala)(9)善慧 (sadhumati)(10)法雲(dharmamegha) 
と〔名づける地〕であり，その第十一〔地〕が仏地 (buddhabhumi)ですが，これら
の諸地は，どれだけの清浄 (visuddhi)と， どれだけの要素 (arpga)で包括されるの
でしょうか。j
S 2 .四つの清浄
た。「観岳荘よ，これらの諸地は，四つの清浄と される
と理解すべきですo ~ 2 1.ここで観自在よ，初地は意志の清浄(asaya-visuddhi)で
されます。~ 2 2. 第二地は勝れた戒の清浄 (adhisila-visuddhi)で， ~ 2 -3. 第
三地は勝れた心の清浄(adhicitta-visuddhi)で， ~ 2 -4.第四地より仏地までは，後々
の(地に至るほど)より勝っている勝れた慧の清浄 (adhiprajnιvisuddhi)で包括さ
れると理解すべきです。それらの諸地は，これら四つの清浄で、包括されるのです。」
S 3 .十一の饗諜18)
れそれらの諸地が〕どん 〔包括されるのかというとJ，
~ 3 -1.観自在よ， 1言解行地 (adhimukticaryιbhumi，初地の前段階)において，
十〔種〕法行 (dharma-carita) を〔行い)，信解による忍 (ksanti)をよく修習した
その〔倍解行〕地を超過して，菩薩の正性離性 (samyaktva-nyama， 
初地)に入ります。〔これで彼は初地の要素を獲得するのです。〕
~3-2. 彼は(初地の)要素を満たしてはいますが，微細な過失 (suk手ma-ãpatti)
による誤り (skhalita)の現出 (samudacara) を認知して行動する人 (sarppraj ana-
carin)になることができません。〔従って〕彼は〔第二地の〕要素を満たしてはいない
のです。彼はその要素を満たすべく努め，そしてそれを獲得するのです。
18) このパラグラフについては，カマラシーラの f修習次第・初篇 (FirstBhavanakrama) j 
の中で， 11の項目に従い， r解深密経jの文章に現れる言葉を用いつつ，それにカマラシー
ラ自身の詰葉をつけ加え，長文を費やして解説されている。 G.Tucci， Minor Buddhist 
Texts， Part I (Roma， 1958) pp.224-228. r1I多習次第・初篇jにかんする諸資料につい
ては，御牧克己「頓悟と漸悟ーカマラシーラのr1I多習次第jJr講座・大乗仏教j第七巻(中
pp.233-235参照。なおすuccied.， p.228で『解深密経jの引用とされている一文
は，引用ではなく，カマラシーラ自身の言葉である。ここでカマラシーラはこれに先立つ
解説の主旨が f解深宮、経jに述べられていることを指摘しているにすぎないのである。
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~ 3 3. i皮は〔第二地の〕 を満たしてはいますが， る世関的な
し，完全なる開持陀羅尼(きれIta-dharani)を獲得することができません。〔従っ
て〕彼はこの〔第三地の)要素を満たしてはいないのです。彼はその要素を満たすべ
く努め，そしてそれを獲得するのです。
~ 3 -4.彼は〔第三地の〕要素を満たしてはいますが，得られたままの菩提分法
(bodhi pak~ya -dharma)をもって，その〔菩提分法に〕多くを費やし (bahuli“
viharin) ，かつ精神集中 (samapatti)と法 (dharma)に対する渇愛(trsna)から心を
解放することができません。〔従って〕彼はこの〔第四地の〕要素を満たしてはいない
のです。彼はその要素を満たすべく努め，そしてそれを獲得するのです。
~ 3 -5.彼は〔第四地の〕要素を満たしてはいますが， c四〕諦を観察し，ただ一途
に輪廻に逆行 (vimukha) し浬撲を志向 (abhimukha)する作意 (manaskara)を捨
て去り，方便 (upaya)に包括される菩提分法を修習することができません。(従って〕
彼はこの〔第五地の〕要素を満たしてはいないのです。彼はその要素を満たすべく努
め，そしてそれを獲得するのです。
~ 3 6.彼は〔第五地の〕要素を満たしてはいますが，諸行の働き (samskara“praVf-
ti) を正しく車視して (pratyak9I・.jkr)，その〔諸行を〕厭うこと (nirvid)が多い
ので，無相作意 (animitta-manasikara)に多くを費やすことができません。〔従って〕
彼はこの〔第六地の〕要素を満たしてはいないのです。彼はその要素を満たすべく努
め，そしてそれを獲得するのです。
~ 3 -7 .彼は〔第六地の〕要素を満たしてはいますが，連続して (nischidram)絶
え関なく (nirantaram)無相作意に多くを費やすことができません。〔従って〕彼はこ
の〔第七地の〕要素を満たしてはいないのです。彼はその要素を満たすべく努め，そ
してそれを獲得するのです。
~ 3 -8.彼は〔第七地の)要素を満たしてはいますが，無相に止まること (animitta-
vih注ra)を享受 (abhoga) して放棄することができず，相に対する自在性 (nimitta幽
vasita)に到達することもできません。〔従って〕彼はこの(第八地の〕要素を満たし
てはいないのです。彼はその要素を満たすべく努め，そしてそれを獲得するのです。
~ 3 9.彼は〔第八地の〕要素を満たしてはいますが，同義語(paryaya)と定義(la-
ksana)と語義解釈 (nirvacana)と語義区分 (prabheda)よりなるあらゆる
法(dharma-desana)に対する自在性を得ることができません。〔従って〕彼はこの
九地の〕要紫を満たしてはいないのです。彼はその要素を満たすべく努め，そしてそ
れを獲得するのです。
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~ 3 -10.彼は〔第九地の〕要素を満たしてはいますが，完全なる法身(dharma-kaya) 
を現証 (pratisa:rp.-jvid)することができません。〔従って〕彼はこの〔第十地の〕
を満たしてはいないのです。彼はその要素を満たすべく努め，そしてそれ
るのです。
~ 3 -11.彼は〔第十地の〕要素を満たしてはいますが，一切の認識対象(jneya，所
知)に対する執着なき (asa:rp.ga)醸害なき(apratighata)知見(jnana-darsana)を
得ることができません。〔従って〕彼はこの〔第十一地(仏地)の〕要素を満たしては
いないのです。彼はその要素を満たすべく努め，そしてそれを獲得するのです。彼は
〔仏地の〕要素を満たしたのです。この要素を満たしたが故に，彼はすべての要素を満
たしたことになるのです。観自在よ，それらの諸地は，これら十一の要素で包括され
るのです。j
s仁十地と第十一地の定畿
「世尊よ，どうして初地が歓喜地と雷われ，ないし，どうして〔第十一地が〕仏地
と言われるのでしょうか。j
n 4-1.大陸的 (maha-artha)である未だ曾てない (anucita)出世間心を得て，
おおいなる喜び (udaraゃriti)に歓喜するから，初地がく歓喜地〉と雷われるのです。
~ 4 2. 一切の微細なる過失と〔その〕束縛 (dau~thulya，勉葉)を離れているか
ら，第二〔地〕がく離垢〉と言われるのです。
~ 4 -3. この〔地で得られる〕三味と開持陀羅尼が無限の智慧、の光 (jnana柵abhasa)
を根拠としているから，第三地がく発光〉と言われるのです。
~ 4 4.煉悩を焼き尽くさんがため，この〔端で得られる〕菩提分法の修溜が智慈
の火焔 (agni輔arcis) となるから，第四地がく焔慧、〉と言われるのです。
~4-5. 極めて困難であるにもかかわらず (krcchrena)，それらの審揺令決につい
ての，その方便の修醤 (upaya-bhavana)に対する自
難勝〉と言われるのです。
るから，第五地がく極
~ 4 -6.諸行の働き (samskara引1Uvrtti)を直視し，無相作意に多くを
と〕が現前するから，第六地がく現前〉と言われるのです。
~ 4 -7 .連続して絶え間ない無相作意、の中に速く入り (du.ra網anupravesa)， 
る地 (visuddha七hu.mi)に隣接するから，第七地がく遠行〉と言われるのです。
干ー
」叩
~ 4 8.無相 (animitta)を
現出 (samudacara)に対し
(anabhoga) ，相の煩悩 (nimitta-klesa)の
るから，第八地がく不動〉と吉われるのです。
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34-9. あらゆる種類の説法に対する自 すなわ (anavadya) し
カf
ない智慧、 (matiべTaipulya) を獲得するから，第九地がく善慧〉と言われるのです。
34-10. 虚空 (nabha) に喰えられる束縛の身体 (dau~tl?ulya-kaya，能主主身)を，
日食えられる法身 (dharma“kaya)があまねく (sphara苧at)覆うから，第十〔地〕
と言われるのです。
3 4 -11.極めて微細な煩協という
(jneya -avarana，所知障)を断じ，
(klesa -avarana，煩'悩障)と
る形態 (sarva-akara) をきとるから，
もなく障害もなく，認識対象のあらゆ
く仏地〉と言われるのです。J
る
g 5 .ニ十ニの愚痴と十ーの束縛
よ，これらの諸地におけるどれだけの愚痴 (sarpmoha)と，どれだけの束縛
( dausthulya，負重)が対治されるべきもの (vipak明，所対治)なのでしょうか。J
世尊は答えた。「観自在よ，二十二の愚痴があり，十一の束縛があって，対治される
べきものです。J
f3 5 -1 .初地には，法と人 (pudgala)に対する執着 (abhinivesa) という愚痴，
および悪趣の汚染 (apayika-sarpklesa)という愚痴があり，それらによる束縛があっ
て，対治されるべきものです。
35 -2.第二〔地〕には，微細な過失による誤りについての愚痴，および種々なる
(karma-gati)について愚痴19)があり，それらによる束縛があって，対治される
べきものです。
35 -3.第三〔地〕には，欲食 (kama-raga)についての愚痴，および完全なる関
について愚痴があり，それらによる束縛があって，対治されるべきものですo
35-4. 第四〔地〕には，精神集中に対する渇愛についての愚痴，および法に対ーす
る渇愛について愚痴があり，それらによる束縛があって，対治されるべきものです。
35-5. 第五〔地〕には，ただ一途に輪組に逆行することに対する作意についての
浬繋を志向することに対する作意について愚痴があり，それ
らによる束縛があって，対治されるべきものです20)。
35-6. 第六〔地〕には，諸行の働きを直視することについて および柏が
???????? 。
???
??
?
??
??
?
?
?? ?
?
? ??
? ? ?
??????
?
?? ? と一致するが(無論訳語は異なる)， r摂決択分」およびf解
それぞれ「法に対する愛という愚痴 (chosla sred pa kun 
なる業の異熟についての愚痴 (Lamotteed.， p.127) 
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多く現出することについて愚痴があり，それらによる束縛があって，対治されるべき
ものです。
35 7.第七〔地〕には，微細なる相の現出についての愚痴，およびた
棺を作意する方便について愚痴があり，それらによる束縛があって，対治されるべき
ものです。
35-8.第八〔地〕には，無相を享受することについての愚痴，および相に対する
詣在性について愚痴があり，それらによる束縛があって，対治されるべきものです。
3 5 -9. 第九〔地〕には， (四無磯解，すなわち)(a)無限の説法 (dharma-
desana) ， (b)無限の法の匂 (dharma欄pada) と文字 (vyamjana)，さらには後続の(c)
智慧 (prajna)と(d)弁才 (pratibhana)における陀羅尼の自在性についての愚痴，お
よび弁才の自在性について愚痴があり，それらによる束縛があって，対治されるべき
ものです。
35-10. 第十〔地〕には，偉大なる神通力 (abhij話註)についての愚痴，および微細
なる秘密 (sil王寺ma-guhya)に入って行くことについて愚痴があり，それらによる
があって，対治されるべきものです。
3 5 -11.第十一〔地〕には，あらゆる認識対象に対する櫨めて微細な執若 (sakti)
についての愚痴，および障害(pratighata)について愚痴があり，それらによる
あって，対治されるべきものです。
時在よ，これら二十二の愚痴と十ーの束縛によって，それらの諸地の取り決めが
あるのです。無上のきとりは〔これらの愚痴と より〕離れたもの(visarpyukta) 
なのです。J
よ，今そこで菩薩たちが，巨大な愚痴の網 (sarp.moha-jala)を破り，
束縛の深み (dau~thulya幽gahana) を超過して，無上のさとりを悟るところの， (その〕
無上のさとりは希有なるもの(話carya)であり，ないし，大いなる称賛を有するもの
(mahιanusamsa)であり，大いなる を るもの (maha-phala)です。J
S 6 .八つの勝れていること 21)
「世尊よ，どれだけの勝れていること (visesa，殊勝)によって，それらの諸地の取
20) r摂決択分Jおよび『解深密経jの玄焚訳は，筆者のテキスト再構成に一致するが，他
の資料はすべて‘samsaraikantavimukhatabhimukhatamanaskarasammohonirvanai-
kantvimukhatabhimukhatamanaskarasammohas taddau~thulyam ca vipksah'という
原文を前提にして訳されているようである。
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り決めがあるのでしょうか。J
自在よ，八つ，すなわち， (1)勝れた (adhyasaya-visuddhi)， (2)心の
(cittaべrisuddhi)，(3)悲の清浄 (karuna-visuddhi)， (4)波羅蜜の清浄 (paramita-
visuddhi)， (5)仏陀を見て供養することの清浄 (buddha-darsanaぺlpasthana-
visuddhi)， (6)衆生を育むことの清浄 (sattva“paripal叶 visuddhi)， (7)生まれることの
(upapatti“visuddhi) ，および¥(8)威徳の清浄 (prabhava-visuddhi) (の勝れてい
ること〕によってです。Jr観自在よ，初地においてはく勝れた意志の清浄〉よりく威
徳の清浄〉までが，ないし，後続する諸地より仏地においてもく勝れた
よりく威徳の清浄〉までがありますが，それらは〔後々の地に行くにつれて〕より
浄なもの (visuddhatara)，最も清浄なもの (visuddhatama) となると理解すべきで
す。ただし仏地においてはく生まれることの清浄〉を除きます。また〔これらの八つ
の勝れていることの〕初地における功徳 (gu1fa)と，それに続く諸地の，それらの〔地
の〕功認は同じものですが， e分自身がいる地の功徳が勝れていると理解すべきです。
菩醸の十地すべての功徳にはさらに上がありますが(sottara，有上)，イム地の功徳には
もはや上がない (niruttara，無上)と理解すべきです。J
最後に
唯識派(聡伽行派)の基本典籍と見なされる『喰伽論jおよび f解深密経Jについて
は， よる数多くのすぐれた研究があり，
い。ただ，そのタイトル‘Samdhinirmocana-siltra'
ここで特につけ加えることはな
ようにf解深密経jは，仏陀
によって説かれた過去の教説の聴された意鴎 (sarpdhi，深密)を，あたかも， もつれ
た糸の結ぴ留を解きほぐす如く明らかにする (nirmocana，解)経典であるが，無論こ
れは，未だ説かれてはいない唯識派の思想、を，仏説の権威に跡づけようとしたもので
ある。しかし，経典を文字通りに読むのではなく，その裳にあると称する，それ
む側の意図があたかも仏説のごとくに認められてしまうのであれば，仏教経典はどん
なことでも説いていることになりかねない。そのような点で， ~解深密経j の登場を，
正真正銘の解釈学をインド仏教思想史に持ち込んだ経典とみて，その危険な側面を明
21) ラモットはこのパラグラフの表題を「八つの清浄 (Leshuit Visuddhi) Jとしているが，
正確に替えば，清浄 (visuddhi)という点で勝れていること (visesa)が八項目にわたって
京される。従って，先のテキスト中に用いたラモットの表題に従わず，このように変更し
た。
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らかにした駒沢大学の袴谷憲昭教授の近著の重要性だけはここで指摘しておきたいと
う2ヘ神秘主義とは決別したはずの釈尊の思想、が，唯識派の隆盛に至ってますます骨
抜きにされ，仏教をインド本来の留'慣に押し戻してゆく一端を唯識派が担ったのなら，
唯識思想研究においても，仏教の原理・原則に照らして，それが果たして仏教に値す
るかどうかを常に意識してゆかねばならないのは当然のことである。
ともあれ本稿で示した一葉の写本断片を通して，インド仏教研究の資料という点で
は重要な f喰伽論jおよび f解深密経jのオリジナノレが，漢訳(大正蔵経)にしてー頁
半ほど回収されたことにはなるのである。
(1994年12月20臼)
22)袴谷憲昭『唯識の解釈学:解深密経を読む.](春秋社， 1994) 
